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第５回 蒲郡市総合計画審議会 議事概要 

 

日 時：平成22年７月２６日（月） 午後２時～ 

場 所：蒲郡市第２委員会室 

出席者：大竹利信委員、土屋善旦委員、大向正義委員、小林静子委員、坂部哲雄委員、山本喜是委員、小池高

弘委員、遠山憲章委員、小林俊雄委員、金子哲三委員、小田妙子委員、広中克幸委員、志賀笑子委員、富田

忠男委員、大竹富三江委員、細江殉次委員、小林憲三（企画部長・稲葉副市長代理）杉森順子委員、

和泉潤会長 

（欠席者）喚田孝博委員、稲葉正吉委員 

 

１．あいさつ 

 

２．議事 

（１）基本構想案について 

■和泉会長 

・早速、次第に沿って議事を進めたい。基本構想案の土地利用構想について、基本計画案について現在の策定作業について事務局より資料のご

説明をお願いする。 

 

（※事務局より資料の説明） 

■和泉会長 

・今の説明は、基本構想についての説明か。 

■事務局 

・基本構想総論の土地利用構想についての補足説明である。 

■小林俊委員 

・春日浦の海側は水産加工用地で分譲されたが、工場が進出してこないので、残土場などとなっているが、商業用地になればしばりがとれるか。 

■事務局 

・暫定的に工業系から商業系にしており、しばりが取れるかどうか県との調整をして、変更の可能性があるとみている。 

■小林俊委員 

・土地の売買がストップしているのが現状で、逆に情報ができたら間違った方向になるかもしれないし困る。 

■事務局 

・ｐ23基本計画２－２水産業をご覧いただきたい。施策の内容１：安定した経営基盤の充実の３つ目にある、「未利用地となっている水産加工

用地を活用する方向を示しており、愛知県等に説明して規制の緩和などを図っていく。」としている。 

■小林俊委員 

・その下の４つ目「形原漁業協同組合（形原、西浦、竹島）と三谷漁業協同組合の合併を促進し…」とあるが、私が所属している漁協は、

あと10年間は合併しないと決まっている。この情報を載せてもらうと困る。これは県の水産課、県漁連、水産庁も承知している。 

・ここに書いても実現できないことである。 

■事務局 

・県が管理している知柄漁港についても施設改修の要望があるという個別の動きもあり、漁協の合併は難しいと承知しているが、方向性として示したい。 

資料１ 
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■小林俊委員 

・書かれているが10年間ではできない。水産庁、全漁連にも調整が必要になる。 

・漁協の経営計画は今年度から11カ年計画であり、それが過ぎれば合併も検討できるが、現段階では出来ないと言わなければならない。 

・10年後までに市や県が助成してくれて、経営改善ができれば、合併もできる。県や市は単協に対して支援しないので、書いていただくとまずい。 

■和泉会長 

・民間の組織について行政側が総合計画で記述するのはいかがなものか、という考え方もある。 

■事務局 

・産業振興課など担当課などと別途協議、再調整する。 

■和泉会長 

・今回は基本計画の中身ではなくて、基本構想の方針や、視点といったことについて意見を頂きたい。 

■小林俊委員 

・商業ゾーンに持ってくとなると思惑買いも発生してしまう。 

■和泉会長 

・今の用途地域は何に指定されているのか。 

■事務局 

・工業系地域として現状とは変わらない。 

■和泉会長 

・実際の土地計画の用途は。工業専用地域ではしばりが厳しい。準工業地域では、何でも建ってしまうので、むしろ建築制限が必要か。 

■小林俊委員 

・のりの加工所を予定していたが、のりが取れないとなり、低未利用になっている。 

■和泉会長 

・春日浦をどう考えていくのかが大きな課題である。地元にとって、市が何を考えていくのか。 

・ほかに春日浦の状況をご存じの方は。 

■事務局 

・総合計画は市の最上位計画であり、これに基づき、都市計画など出てくるが、今の状態になると商業系で使うのは難しい。 

・土地利用を位置づけていかないと、10年間は違った土地利用には事実上できない。そのため、第四次総合計画で示していこうという意図である。 

■小林俊委員 

・埋め立て申請を水産加工用地で行った土地であるが、変更ができるのか。 

■事務局 

・まず、総合計画で土地利用を変えていかないと難しくなる。 

■和泉会長 

・埋め立て時の制約をどうするのか、総合計画に位置付けておいた方がよい。 

・土地利用構想全体、基本構想についてご意見があればお願いする。 

■大向委員 

・人口８万人が想定されており、家を建てる土地が必要だが、市街化調整区域を変えずにいくのか。10年後には国道23号バイパスが開通してい

ると思う、インターチェンジ付近に工場の進出していく場所を想定しているが、アクセスが良くなるため住宅地も検討したらどうか。 

・住宅を建てる土地を増やし、土地の価格が安くなり、人口も増えるという考え方ができるが、それを入れたらどうか。 

■事務局 
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・資料４の黄色い部分が住宅系ゾーンで、都市計画図では国道247号で、これより少し下が市外化区域となっている。それを少し北側まで

張り出して住居地を考えている。 

■和泉会長 

・住居、住宅に関しては、これから人口減少時代であり、蒲郡で人口を増やせるのかと思うが、日本ではコンパクトシティの考え方で、高齢者の人も

住みやすくする方向の町が多い。 

・今の住宅地の中で、有効利用されていないところを活用できないかと思う。 

・土地利用構想の住宅ゾーンは原案のような感じと思う。８万人の人口で埋め尽くされない部分はこれでも出る。 

■坂部委員 

・蒲郡西インターの工業系は、こんなに大きかったか。 

■事務局 

・この地域に工業用地候補地全５カ所のうち３カ所が入っており、５か所の中から優先順位をつけて、ゾーンを概ね示している。 

■和泉会長 

・土地利用の方針の中でこういう視点で考えたら、図の表現がこうなりましたというものである。 

・資料３については、いかがか。基本構想のそれぞれの具体的説明が示されている。 

■事務局 

・前回審議会で基本構想を提案した時、修正した点を説明する。 

■会長 

・それは土地利用のみの話ではないので、今のところなければ変更点について説明いただく。 

 

(※事務局 ：基本構想の変更点について説明) 

 

■会長 

・修正部分について、土地利用について必要があれば少し議論いただく。 

・文章の細かい修正が必要であるが、例えばｐ25スポーツのところで、スポーツ・レクリエーションの中点の位置は間違いであり、ワーク・

ライフバランスの中点の位置などまだ語句の整合が取れていないようでもある。 

・観光については遠山委員いかがか。 

■遠山委員 

・これは良いが、基本計画の観光については後で意見を述べる。 

■杉森委員 

・ｐ25図書館が非常に貧弱な状態であり、改修も必要と思うが、図書館は文化施設に入るのか。 

■事務局 

・図書館は文化施設に入っている。 

■和泉会長 

・情報の関係でメディア・センターとして提案したらという声があった。 

■小田委員 

・ｐ25の６（２）地域コミュニティで東部市民センターを使って、ＪＡの婦人部のよろこびの会で利用すると、２階のエアコ

ンは28度で設定されている、扇風機を持ち込んでも暑い。市の事務室はちょうど良いが、建物が古いのか。 

■志賀委員 
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・調理室なども新しくなっているが、空調は時々調子が悪くなる。 

■小田委員 

・公民館の事務所は非常に涼しく、２階に上がると暑い。あの暑さは、ボランティアで利用していても参加いただく人、三谷の人もここは暑いということで、窓を開けてしまいクーラー

をつけているので環境にもやさしくない。 

・北部や東部公民館は高齢者に暑いか確認して運営されているが。 

■事務局 

・東部市民センターについては、拠点施設であるので、状況を調べてみる。 

■和泉会長 

・実施計画のところで使い勝手ということで検討いただきたい。 

■杉森委員 

・市民とともに歩むまちづくりかと思うが、市民がボランティアで参加することが増えているが、市民と市が一緒に何かをやることを強調することから、市民ボラン

ティアについてどこかにふれられると良い。 

・市民とともには、あくまで市民と一緒にやるという意味か。 

■会長 

・市民協働はボランティアも含めており、あえてボランティアと入れるとそれ以外の人は入りにくくなるので、記述していない。 

 

■杉森委員 

・市民みんなでということか。 

■会長 

・協働についてまちづくり協働会議で今議論しているが、その通りである。 

・ほかにいかがでしょうか。 

・てにをはの話があるので、追加で修正する必要があるが、大きな視点の中でなにかあればお願いする。 

・ないようでしたが、土地利用計画について再度いかがか。施策の大綱を進めるために、土地利用の視点からの図を示している。 

・大きな流れとしては、大綱及び土地利用の方針についてご了承いただいたことでよろしいか。 

■委員一同 

・意義なし。 

■会長 

・これまでが、基本構想ということで議決されることになる。基本計画案についてもご審議いただくが、本日はご説明が中心となると思う。 

 

（２）基本計画案について 

（※事務局：基本計画案を説明） 

 

■事務局 

・基本計画１の説明は終わったが、どのように進めるか。 

■和泉会長 

・本日は、全部説明していただく。気が付いた点・質問をいただき、持ち帰っていただいてご意見を得ることが効率が良い。 
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■和泉会長 

・説明いただいた。部門別計画の中身の計画について48施策について説明いただいた。全体を把握できたとおもう。 

・今日は時間になろうとしているので、どうしても言いたいこと・ご意見がある人はご発言をお願いする。 

・そのあと、事務局が質問提出シートについてご説明する。 

■小田委員 

・農協の方から、ハクビシンがすごく多くてハウスの中にも来るなど獣害がひどくなっている。 

・３年前には野犬を捕まえる罠にハクビシンがかかるほどであったし、最近はさらに被害がひどくなってきている。 

・農協は、ハクビシンによる被害をまとめて市に報告することになっている。 

・この被害のせいで、ハウスミカンをやめようかという人がいる。 

・ハウスミカンは山沿いなので、全体的に被害が出ている。特に多いのが坂本と東部地区。農業ゾーンであるが、現実として、ハクビシンの被害がひどい。 

■遠山委員 

・基本目標４－２に盛り込んでいるが、実際に基づいて、実施計画などを立てるべき。 

■志賀委員 

・防災について、福祉地区計画の話し合いがあった。地域の課題として、情報の共有が挙がってきているが、そういうのは総合計画で扱わなくていいのか。 

・健康づくりについて「朝食の欠食率」だが、どんなデータが入るイメージなのか？ 

■事務局 

・食育振興計画のデータを使う。 

■和泉会長 

・地域防災計画は地域防災計画として押さえて、先ほどの課題は、地域防災体制の強化という観点で捉えていいのでは。 

■遠山委員 

・基本計画２－６観光、４－３環境保全について。 

・観光については、観光協会として現在やっていることがある。この基本計画は行政の担当課割りで個別に書かれているが、もう少し横断的に書いて欲しい。 

・観光の部分に関しては、間違っていないが、もう少し具体的に直したい。それについては、メールでご連絡する。 

・４－３環境保全についてだが、４項目を個別に書かれているが、もう少し環境について一つにまとめて書いて欲しい。 

・基本目標はもう少し具体的に書きたいと考えている。 

■和泉会長 

・環境についての書き方はもう少し考えたい。以後、事務局と相談する。 

■金子委員 

・どこまで詳しく書いていいものか、各論すぎる内容にすると他とものと調整が難しい。悩んでいる。 

■事務局 

・詳細になると、実施計画があるので、基本計画48項目については漏れがないかを確認することが目的である。詳細に基本計画を書いた方がいいという意見をいただくと、少し厳しい。 

・総合計画は市の最上位計画であり、実施計画や個別計画があるので、あくまでもメニュー出しで、こういう言葉が良いなどというご意見が欲しい。 

■和泉会長 

・それぞれの施策の関連性を見通したうえでご意見を頂き、また、４－３環境保全についてはは再編も念頭において議論していきたい。 

■大向委員 

・全体的なイメージとしては、10年後の姿が描かれているが、こうあるべきという姿から逆に見て、今どうするべきなのかということを基本計画で書けば良いと思う。 

■杉本委員 

・基本計画の各項目だが、非常に縦割りでそれぞれのなかで完結している。それぞれを図式化するなど関係性が目に見える形で示してほしい。例えば教育と子育て支援など。 
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■細江委員 

・基本構想ｐ19には、80,000人という将来人口が書いてあるが、その上段には平成32年に人口は78,000人になり、高齢化が進むことが予測されると

書いてある。解釈をどのようにすれば良いのか。 

・医療については、地域完結の地域の範囲をどれほどと捉えているのか。 

■事務局 

・地域という言葉をどういう範囲で定義して使われているのか。 

■和泉会長 

・蒲郡市内で住むということなのか。 

■事務局 

・地域医療は地域の中で完結するということではなくて、広域とも連携していかないといけない。 

■細江委員 

・基本計画１－２地域医療の施策の内容に書いてあるような内容、そこまで市民病院に求められるのか。 

■和泉会長 

・80,000人というなかで、こういう人口構成にしていきたいという目標である。その目標に向かって施策を行っている。78,000人という人口推計は予測であるので、それよりも目標８万

人ということで政策を行いたいという考えである。 

■細江委員 

・それは、高齢化率はどんどん進んでいくという母数は８万人であるのか。理解することが難しい。 

・高齢化率を減少させるということで政策を行うのか。 

■和泉会長 

・80,000人という数字は高齢化率を抑えるという方向でとらえてよい。 

（※意見提出シートの説明） 

■大向委員 

・意見シートを記入したものをどう扱うのか。 

■事務局 

・次の総計審のときにまとめて配布するつもりである。 

 


